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はじめに

本校は太平山のふもとにあるが、太平山の桜の

ほうが本校の桜の開花より早いことがあった。ま

た、昨年まで 4 年間続けてきた気象の研究から、

太平山には逆転層があるのではないかと考え、そ

の存在を確認するために本研究を始めた。

研究方法

栃木県南部、栃木市にある國栃(本校)の百葉箱

(標高 80m)と太平山にある太平山神社(標高 280m)

にデジタル自記記録計(Lutron 社 MHB-382SD)を

設置した。得られた気温と気圧のデータをグラフ

にし、2地点で比較した。

図 1太平山神社(赤)と國栃(青)の位置関係

(google map に加筆)

結果と考察

図 2 2021 年 4 月 1 日から 2022 年 3 月 25 日

の 8：00 の國栃と太平山神社の気温の変化

図 3 2021 年 10 月 1 日から 2022 年 3 月 24

日の 20：00 の國栃と太平山神社の気温の変化

※2021 年 10 月以前のデータ紛失のため、横

軸は 10 月から 3 月のみ

図 2 より、2021 年 4 月から 9月までの 8：00の

気温は太平山神社より國栃のほうが気温が高い傾

向があった。これは、國栃より太平山神社のほう

が標高が高いことが原因であると考えた。しかし、

2021 年 10 月から 2022 年 3 月までの 8：00の気温

は國栃より太平山神社のほうが気温が高い傾向が

あった。このことから、太平山周辺には 10 月から

3月にかけて逆転層が発生すると考えられる。

また、図 3 より、2021 年 10 月から 2022 年 3 月

までの 20：00 の気温は、2つの地点で差はあまり

なかった。

まとめ

今回の研究から、太平山には冬に逆転層が発生

すると考えられた。今回は 2 地点のデータだけだ

ったため、より正確なデータを収集していきたい。
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